
競技別要項【空手道競技】
Ⅰ　個人戦　 
１　形の部 　

  (1)　種　　目　　　小学生学年別及び中学生学年別とし、且つ男子・女子別とする。
なお、出場選手の制限はなし。

但し、出場選手が少数の場合は、２学年を一緒にすることができる。
　　　　　
(2)　競技方法　　　①　１回戦は、平安・撃砕形による紅白戦とする。

②　順位決定戦は自由形とし、得点方式とする。
　　　　　　　　　　 ③　出場選手が少数の場合は、１回戦から得点方式で順位を決める。

２　組手の部  
  (1)　種　　目　　　小学生学年別及び中学生学年別とし、且つ男子・女子別とする。
なお、出場選手の制限はなし。

但し、出場選手が少数の場合は、２学年を一緒にすることができる。
(2)　競技方法　　　①　自由組手のトーナメント方式とする。
　　　　　 ②　試合時間は、１分３０秒間　６ポイント差制で行う。

　　　　　　　　　　 ③　時間内に６ポイント差に達した時点で、終了とする。
但し、６ポイント差に達しなかったときは、競技終了後ポイント数の多い方を勝ちとする。

④　１本３ポイント（上段蹴り、倒した相手に極め）、　技有り２ポイント（中段蹴り）、
　　 有効１ポイント（突き　打ち）、　とする。

⑤　ポイント同数の場合は、１分間の再試合で先取り１ポイントとし、ポイントなしの場合は判定

で勝敗を決する。
但し、本戦のペナルティーは延長戦には持ち込まない。
　　　　　　　　　　 ⑥　安全具については、顔面にニューメンホーかアルファー面、腹部にボディープロテクター、

手に拳サポーター、をそれぞれ着用のこと。（メーカー指定なし）
Ⅱ　競技審判規定
　　公益財団法人全日本空手道連盟競技･審判規定に準じて、長野県スポーツ少年団空手道競技規定を下記に定め運用する。

　１　技の取得、危険な反則と行為、無防備、場外を主としC1、C2の区分けはしない。
　２　主審を含めた５名の審判員の多数決判定とする。

　３　連続技で突きから蹴りの場合、蹴りが得点に値する場合は、蹴りの得点を判定すること。

　４　相打ちで双方有効打に値する場合は、双方の得点とする。
　５　得点或いは反則行為のレベルが同数の場合は、低いレベルで判定する。

　６　得点と反則行為が同数の場合は、主審判定とする。

　７　１０秒前ルール、１０カウントルール、不活動行為は採用しない。
但し、反則行為としてみなされる場合がある。

　８　審判は上記を厳正に判定することとし、ジェスチャーは全日本空手道連盟審判規定に準じるが、旧方法と新方法が
混在しても判定が明確に判断できる範囲で可とする。

　９　競技上疑義ある場合は、大会審判長に判断を委ねる。

長野県スポーツ少年団　空手道競技規定
Ⅰ　個人戦　 

１　形の部 　

1 順位決定戦前までは、平安・撃砕形による紅白戦とする。
主審を含めた５名の審判員の多数決判定とする。

　　②　順位決定戦は、自由形による得点方式とする。

③　得点は５審の上と下を外した、３審の合計点とする。

但し、同点が出た場合は、５審の最低点を加える。
それでも同点の場合は、５審の最高点を加え、５審の合計点とする。

　　④　５審の合計点が同一の場合は、再度同じ形を競技させ、順位を決める。
　　　　この場合の審判は、必ず優劣の順位差のある点数を表示しなければならない。

　　⑤　出場選手が少数の場合は、１回戦から得点方式で順位を決める。

２　組手の部  

①　審判員は５名（主審１・副審４）とし、監査役も付ける。

2 主審はやむを得ない場合を除き、副審を招集してはならない。監査役は協議に参加する。

3 副審は、必ず笛を使用する。

④　試合は１分３０秒間・６ポイント差方式とする。但し再試合は１分間、１ポイント先取り方式とする。

　本戦での同点の場合、競技終了しても副審判定は取らず引き分けとし、再試合で双方ポイントなしの場合は、

主審を含めた優劣判定とする。

5 一本３ポイント（上段蹴り、倒した相手に極め）、技有り２ポイント（中段蹴り）、有効１ポイント（突き打ち）、　　　　　とする。

6 場外･過度の攻撃は、１回目は忠告、２回目は警告、３回目は注意で、4回目は反則負け競技終了、とする。

7 無防備も、同じとする。

⑧　反則は、最初から（警告・注意）もある。

Ⅱ　団体戦　（団体構成は選手３名とする）
１　形の部 　

①　審判員５名（主審１、副審４）による点数方式とする。

②　演武形は、予選から決勝まで自由形とする。

２　組手の部  

　　①　個人戦に準じるが、ポイントが同数の場合は、引き分けとする。

　　②　団体規定人数に足りない場合（過半数必要）は、競技者は先鋒から順次組まなければならない。

　　　　この場合の不足人員分は、0-6の負けとなる。

③　チーム間の勝敗は、全員競技を終了した時点で、勝者数の多い方を勝ちとする。

勝者数が同数の場合は、チーム全体のポイント数が多い方を勝ちとする。

但し、ポイント数が同数の場合のみ、代表戦を行う。

④　代表戦で再試合の場合は１分間の先取りとし、ポイントなしの場合は主審を含めた審判員の優劣判定とする。

Ⅲ　審判員

１　服装は、グレイ系のスラックス、白いワイシャツ、紺のスポーツ少年団用ネクタイ着用とし、笛持参とする。

２　長野県スポーツ少年団競技別要項の競技審判規定に基づき、細部統一は当日審判会議にて決定する。

Ⅳ　その他　　
１　大会参加者は、スポーツ安全保険に加入していることとする。

２　大会参加指導者は、スポーツ少年団有資格指導者（認定員・認定育成員）とする。

但し、今年度新規登録者に限り、今年度認定員資格取得見込者であること。
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